
(57)【要約】

【課題】パネルの貫通穴に装着する際に良好な節度感が

得られるグロメットを提供する。

【解決手段】グロメット２１はゴム材料の一体成形品で

あり、そのグロメット本体部２２は、小径環状部２５と

大径環状部２６との間の外周に、貫通穴の周縁を嵌合さ

せる係止用の周溝２７を備えている。小径環状部２５の

外周面はテーパ状の案内面２５ａとされている。案内面

２５ａ上に、１つの引掛け用突起３０および１つ以上の

節度感用突起３１を設ける。グロメット本体部２２をパ

ネルの貫通穴に装着する際、節度用突起３１が貫通穴を

通過する際に抵抗となり、貫通穴の周縁が周溝に嵌合し

た時に、急激な抵抗変化となるので、周溝２７に貫通穴

の周縁が間違いなく嵌合したという確かな感触、すなわ

ち良好な節度感が得られる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
パ ネ ル の 貫 通 穴 を 通 過 す る 小 径 環 状 部 と 貫 通 穴 の 背 後 に 止 ま る 大 径 環 状 部 と の 間 の 外 周 に
、 貫 通 穴 の 周 縁 を 嵌 合 さ せ る 係 止 用 の 周 溝 を 備 え る と と も に 、 前 記 小 径 環 状 部 の 外 周 面 が
テ ー パ 状 の 案 内 面 と さ れ た 弾 性 材 料 一 体 成 形 の グ ロ メ ッ ト に お い て 、
前 記 小 径 環 状 部 の 案 内 面 上 に 、 前 記 案 内 面 と 周 溝 と の 境 界 か ら 小 径 環 状 部 の 先 端 に わ た る
１ つ の 引 掛 け 用 突 起 お よ び １ つ 以 上 の 節 度 感 用 突 起 を 、 円 周 方 向 に 間 隔 を あ け て 設 け こ と
を 特 徴 と す る グ ロ メ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 引 掛 け 用 突 起 は 節 度 感 用 突 起 よ り 高 さ を 高 く し 、 節 度 感 用 突 起 は そ の 頂 部 面 が 案 内 面
の テ ー パ に 概 ね 沿 う 形 状 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の グ ロ メ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 節 度 感 用 突 起 の 周 溝 と の 境 界 と な る 後 端 面 が 概 ね 垂 直 を な す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ～ ２ 記 載 の グ ロ メ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 節 度 感 用 突 起 が 、 小 径 環 状 部 の 先 端 面 に も 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３
記 載 の グ ロ メ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 外 周 の 周 溝 に 対 応 す る 内 面 に 、 挿 入 時 抵 抗 調 節 用 の 周 溝 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ～ ４ 記 載 の グ ロ メ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 引 掛 け 用 突 起 の 部 分 に 、 小 径 環 状 部 の 先 端 面 か ら さ ら に 前 方 に 突 出 す る 棒 状 の 電 線 固
定 部 材 を 一 体 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ 記 載 の グ ロ メ ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
パ ネ ル の 貫 通 穴 を 通 過 す る 小 径 環 状 部 と 貫 通 穴 の 背 後 に 止 ま る 大 径 環 状 部 と の 間 の 外 周 に
、 貫 通 穴 の 周 縁 を 嵌 合 さ せ る 係 止 用 の 周 溝 を 備 え る と と も に 、 前 記 小 径 環 状 部 の 外 周 面 が
テ ー パ 状 の 案 内 面 と さ れ た グ ロ メ ッ ト 本 体 部 と 、 前 記 グ ロ メ ッ ト 本 体 部 内 を 通 す べ き 電 線
を 案 内 し 保 持 す る 電 線 案 内 保 持 用 筒 部 と を 弾 性 材 料 に よ り 一 体 成 形 し た 電 線 案 内 保 持 部 付
き の グ ロ メ ッ ト に お い て 、
前 記 グ ロ メ ッ ト 本 体 部 の 小 径 環 状 部 の 案 内 面 上 に 、 前 記 案 内 面 と 周 溝 と の 境 界 か ら 小 径 環
状 部 の 先 端 に わ た る １ つ の 引 掛 け 用 突 起 お よ び １ つ 以 上 の 節 度 感 用 突 起 を 、 円 周 方 向 に 間
隔 を あ け て 設 け た こ と を 特 徴 と す る グ ロ メ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 に 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 パ ネ ル に あ け た 貫 通 穴 に 装 着 さ れ る 弾 性 材 料 か ら な る グ ロ メ ッ ト に 関 し 、 例
え ば 、 自 動 車 に お け る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 通 す 貫 通 穴 に 装 着 し て 好 適 な グ ロ メ ッ ト に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
例 え ば 自 動 車 に お い て 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を パ ネ ル （ ボ デ ィ パ ネ ル ） の 貫 通 穴 に 通 す 場 合 、
貫 通 穴 に ゴ ム 材 料 か ら な る グ ロ メ ッ ト を 取 り 付 け て 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 保 護 と 貫 通 穴 部 分
の 車 室 内 へ の 防 水 、 防 塵 、 遮 音 等 を 図 る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ７ ～ 図 ９ に 従 来 の グ ロ メ ッ ト を 示 す 。 こ の グ ロ メ ッ ト １ は 、 自 動 車 に お い て ワ イ ヤ ハ ー
ネ ス （ 以 下 、 電 線 １ ０ と い う ） を 車 室 内 か ら の エ ン ジ ン ル ー ム や ト ラ ン ク ル ー ム に 通 す 際
等 に 使 用 さ れ る も の で 、 図 ９ の よ う に パ ネ ル ９ の 貫 通 穴 ９ ａ に 装 着 さ れ る 。 こ の グ ロ メ ッ
ト １ は 、 貫 通 穴 ９ ａ に 直 接 装 着 さ れ る 概 略 筒 状 の グ ロ メ ッ ト 本 体 部 ２ と 、 前 記 グ ロ メ ッ ト
本 体 部 ２ 内 を 通 す べ き 電 線 １ ０ を 案 内 し 保 持 す る 電 線 案 内 保 持 用 筒 部 ３ と を ゴ ム 材 料 で 一
体 成 形 し た 電 線 案 内 保 持 用 筒 部 付 き の グ ロ メ ッ ト で あ る 。 前 記 電 線 案 内 保 持 用 筒 部 ３ は 、
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直 線 部 分 ３ ａ 、 蛇 腹 状 部 分 ３ ｂ 、 Ｌ 字 状 部 分 ３ ｃ と か ら な り 、 Ｌ 字 状 部 分 ３ ｃ が グ ロ メ ッ
ト 本 体 部 ２ に 連 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
グ ロ メ ッ ト 本 体 部 ２ は 、 こ れ を パ ネ ル ９ の 貫 通 穴 ９ ａ に 装 着 す る 際 に 貫 通 穴 ９ ａ を 通 過 す
る 小 径 環 状 部 ５ と 貫 通 穴 ９ ａ の 背 後 に 止 ま る 大 径 環 状 部 ６ と を 備 え 、 小 径 環 状 部 ５ と 大 径
環 状 部 ６ と の 間 の 外 周 に 、 貫 通 穴 ９ ａ の 周 縁 を 嵌 合 さ せ る 係 止 用 の 周 溝 ７ を 備 え て い る 。
さ ら に 、 小 径 環 状 部 ５ の 外 周 面 は テ ー パ 状 の 案 内 面 ５ ａ と さ れ て い る 。 ま た 、 大 径 環 状 部
６ 側 に 、 貫 通 穴 ９ ａ に 装 着 し た 時 に 貫 通 穴 ９ ａ を 密 閉 状 態 に 保 つ た め の シ ー ル 部 ６ ａ を 、
周 溝 ７ の 周 囲 で パ ネ ル ９ に 面 接 触 す る 態 様 で 形 成 し て い る 。 ま た 、 ８ は 電 線 １ ０ を テ ー プ
で 固 定 す る た め の 電 線 固 定 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 グ ロ メ ッ ト １ を パ ネ ル ９ の 貫 通 穴 ９ ａ に 取 り 付 け る 場 合 、 貫 通 穴 ９ ａ へ の 挿 入 に は 一
定 の 挿 入 力 が 必 要 と な る が 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 小 径 環 状 部 ５ の 外 周 の 案 内 面 ５ ａ の 傾
斜 角 度 θ を 小 さ く す る こ と で 、 グ ロ メ ッ ト １ の 挿 入 に 要 す る 力 を 低 減 す る こ と が 行 わ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 貫 通 穴 へ の 挿 入 力 の 低 減 を 図 っ た 他 の グ ロ メ ッ ト と し て 、 例 え ば 図 １ １ 、 図 １ ２ に
示 し た グ ロ メ ッ ト １ １ （ 特 開 平 １ ０ － ２ ４ ７ ５ ５ ０ 号 公 報 参 照 ） が あ る 。
こ の グ ロ メ ッ ト １ １ は 、 固 定 鍔 部 （ 大 径 環 状 部 ） １ ２ と 、 固 定 鍔 部 １ ２ の 前 面 か ら 同 心 円
状 に 突 出 し た 係 合 鍔 部 （ 小 径 環 状 部 ） １ ３ と 、 固 定 鍔 部 １ ２ か ら 延 設 さ れ た 蛇 腹 状 の 電 線
保 持 部 １ ７ と を 備 え た ゴ ム 材 か ら な る 一 体 形 状 の グ ロ メ ッ ト で あ り 、 固 定 鍔 部 １ ２ と 係 合
鍔 部 １ ３ と の 間 に は パ ネ ル ９ の 貫 通 穴 ９ ａ の 周 縁 を 若 干 嵌 合 さ せ る 浅 い 周 溝 １ ４ が 形 成 さ
れ て い る 。 そ し て 、 こ の グ ロ メ ッ ト １ １ で は 、 係 合 鍔 部 １ ３ の 外 周 縁 に ２ 対 （ 計 ４ 個 ） の
係 止 リ ブ １ ８ を 配 設 す る と と も に 、 こ れ ら の 係 止 リ ブ １ ８ を 撓 み や す く す る た め に 、 周 溝
１ ４ の 全 周 に お け る 係 止 リ ブ １ ８ の 部 分 を 深 く し て 、 周 溝 １ ４ よ り さ ら に 深 い 切 欠 溝 １ ９
と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ４ ７ ５ ５ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
図 ７ ～ 図 １ ０ に 示 し た グ ロ メ ッ ト １ は 、 小 径 環 状 部 ５ の 案 内 面 ５ ａ の 傾 斜 角 度 θ を 小 さ く
す る こ と で パ ネ ル ９ の 貫 通 穴 ９ ａ へ 挿 入 す る 力 を 低 減 す る こ と が で き る が 、 こ の 方 法 を 採
用 す る と グ ロ メ ッ ト １ を 貫 通 穴 ９ ａ に 装 着 す る 際 に 節 度 感 （ す な わ ち 、 周 溝 ７ に 貫 通 穴 ９
ａ の 周 縁 が 確 か に 嵌 合 し た と い う 感 触 ） が あ ま り 得 ら れ ず 、 グ ロ メ ッ ト １ の 貫 通 穴 ９ ａ へ
の 装 着 が 不 完 全 と な る 恐 れ が あ る 。
ま た 、 図 １ １ 、 図 １ ２ に 示 し た グ ロ メ ッ ト １ １ は 、 貫 通 穴 ９ ａ に 挿 入 す る た め に 必 要 な 力
を 低 減 す る こ と が で き 、 か つ 貫 通 穴 ９ ａ と の 強 固 な 保 持 力 を 確 保 で き る と い う も の で あ る
が 、 貫 通 穴 ９ ａ の 周 縁 は 、 浅 い 周 溝 １ ４ だ け の 部 分 と 深 い 切 欠 溝 １ ９ の あ る 係 止 リ ブ １ ８
の 部 分 と に 接 触 す る こ と に な り 、 貫 通 穴 ９ ａ の 周 縁 の 接 触 す る 部 分 が 円 周 方 向 に 一 様 で は
な い の で 、 シ ー ル 圧 、 す な わ ち 、 固 定 鍔 部 １ ２ を パ ネ ル ９ の 面 に 密 着 さ せ る 圧 力 す な わ ち
シ ー ル 圧 が 一 様 に 得 ら れ な い 。 こ の た め 、 グ ロ メ ッ ト １ １ の 材 料 の 経 年 劣 化 に よ り グ ロ メ
ッ ト １ １ の シ ー ル 性 が 低 下 す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 一 体 成 形 品 で は な い が 、 樹 脂 製 の イ ン ナ ー グ ロ メ ッ ト と ゴ ム 製 の ア ウ タ ー グ ロ メ ッ
ト か ら な る ２ 部 品 構 成 の 低 挿 入 力 グ ロ メ ッ ト が 使 用 さ れ る こ と も あ る が 、 こ の 種 の グ ロ メ
ッ ト は 、 パ ネ ル の 貫 通 穴 に 装 着 す る 際 の 節 度 感 が 得 ら れ る 反 面 、 コ ス ト が 高 く な る と い う
問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 上 記 従 来 の 欠 点 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で 、 パ ネ ル の 貫 通 穴 へ の 挿 入 力 を
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低 減 す る こ と が で き る だ け で な く 、 貫 通 穴 に 装 着 す る 際 に 良 好 な 節 度 感 が 得 ら れ 、 か つ 、
一 様 な シ ー ル 圧 が 得 ら れ る グ ロ メ ッ ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る 請 求 項 １ の 発 明 は 、 パ ネ ル の 貫 通 穴 を 通 過 す る 小 径 環 状 部 と 貫 通 穴 の
背 後 に 止 ま る 大 径 環 状 部 と の 間 の 外 周 に 、 貫 通 穴 の 周 縁 を 嵌 合 さ せ る 係 止 用 の 周 溝 を 備 え
る と と も に 、 前 記 小 径 環 状 部 の 外 周 面 が テ ー パ 状 の 案 内 面 と さ れ た 弾 性 材 料 一 体 成 形 の グ
ロ メ ッ ト に お い て 、
前 記 小 径 環 状 部 の 案 内 面 上 に 、 前 記 案 内 面 と 周 溝 と の 境 界 か ら 小 径 環 状 部 の 先 端 に わ た る
１ つ の 引 掛 け 用 突 起 お よ び １ つ 以 上 の 節 度 感 用 突 起 を 、 円 周 方 向 に 間 隔 を あ け て 設 け こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ２ は 、 請 求 項 １ の グ ロ メ ッ ト に お い て 、 引 掛 け 用 突 起 は 節 度 感 用 突 起 よ り 高 さ を 高
く し 、 節 度 感 用 突 起 は そ の 頂 部 面 が 案 内 面 の テ ー パ に 概 ね 沿 う 形 状 と し た こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ３ は 、 請 求 項 １ ～ ２ の グ ロ メ ッ ト に お い て 、 節 度 感 用 突 起 の 周 溝 と の 境 界 と な る 後
端 面 が 概 ね 垂 直 を な す こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ４ は 、 請 求 項 １ ～ ３ の グ ロ メ ッ ト に お い て 、 節 度 感 用 突 起 が 、 小 径 環 状 部 の 先 端 面
に も 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ５ は 、 請 求 項 １ ～ ４ の グ ロ メ ッ ト に お い て 、 外 周 の 周 溝 に 対 応 す る 内 面 に 、 挿 入 時
抵 抗 調 節 用 の 周 溝 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ６ は 、 請 求 項 １ ～ ５ の グ ロ メ ッ ト に お い て 、 引 掛 け 用 突 起 の 部 分 に 、 小 径 環 状 部 の
先 端 面 か ら さ ら に 前 方 に 突 出 す る 棒 状 の 電 線 固 定 部 材 を 一 体 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ７ の 発 明 は 、 パ ネ ル の 貫 通 穴 を 通 過 す る 小 径 環 状 部 と 貫 通 穴 の 背 後 に 止 ま る 大 径 環
状 部 と の 間 の 外 周 に 、 貫 通 穴 の 周 縁 を 嵌 合 さ せ る 係 止 用 の 周 溝 を 備 え る と と も に 、 前 記 小
径 環 状 部 の 外 周 面 が テ ー パ 状 の 案 内 面 と さ れ た グ ロ メ ッ ト 本 体 部 と 、 前 記 グ ロ メ ッ ト 本 体
部 内 を 通 す べ き 電 線 を 案 内 し 保 持 す る 電 線 案 内 保 持 用 筒 部 と を 弾 性 材 料 に よ り 一 体 成 形 し
た 電 線 案 内 保 持 部 付 き の グ ロ メ ッ ト に お い て 、
前 記 グ ロ メ ッ ト 本 体 部 の 小 径 環 状 部 の 案 内 面 上 に 、 前 記 案 内 面 と 周 溝 と の 境 界 か ら 小 径 環
状 部 の 先 端 に わ た る １ つ の 引 掛 け 用 突 起 お よ び １ つ 以 上 の 節 度 感 用 突 起 を 、 円 周 方 向 に 間
隔 を あ け て 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の グ ロ メ ッ ト ２ １ の 斜 視 図 、 図 ２ は 同 正 面 図 、 図 ３ は 同 平 面 図
、 図 ４ は 図 ２ の Ａ － Ａ 拡 大 断 面 図 で あ る 。
図 示 例 の グ ロ メ ッ ト ２ １ は 、 自 動 車 に お い て ワ イ ヤ ハ ー ネ ス （ 以 下 、 電 線 １ ０ と い う ） を
車 室 内 か ら の エ ン ジ ン ル ー ム や ト ラ ン ク ル ー ム に 通 す 際 等 に 使 用 さ れ る も の で 、 図 ３ 、 図
４ の よ う に パ ネ ル ９ の 貫 通 穴 ９ ａ に 装 着 さ れ る 。 こ の グ ロ メ ッ ト ２ １ は 、 貫 通 穴 ９ ａ に 直
接 装 着 さ れ る 概 略 筒 状 の グ ロ メ ッ ト 本 体 部 ２ ２ と 、 前 記 グ ロ メ ッ ト 本 体 部 ２ ２ 内 を 通 す べ
き 電 線 １ ０ を 案 内 し 保 持 す る 電 線 案 内 保 持 用 筒 部 ２ ３ と を 弾 性 材 料 で 一 体 成 形 し た 電 線 案
内 保 持 用 筒 部 付 き の グ ロ メ ッ ト で あ る 。 弾 性 材 料 と し て エ チ レ ン － プ ロ ピ レ ン ゴ ム 等 の ゴ
ム 材 料 を 用 い る と よ い 。
前 記 電 線 案 内 保 持 用 筒 部 ２ ３ は 、 直 線 部 分 ２ ３ ａ 、 蛇 腹 状 部 分 ２ ３ ｂ 、 Ｌ 字 状 部 分 ２ ３ ｃ
と か ら な り 、 Ｌ 字 状 部 分 ２ ３ ｃ が グ ロ メ ッ ト 本 体 部 ２ ２ に 連 接 さ れ て い る 。 直 線 部 分 ２ ３
ａ に は 、 バ ン ド を 締 め 付 け る と き の 位 置 決 め 突 起 ２ ３ ｄ を 設 け て い る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
グ ロ メ ッ ト 本 体 部 ２ ２ は 、 こ れ を パ ネ ル ９ の 貫 通 穴 ９ ａ に 装 着 す る 際 に 貫 通 穴 ９ ａ を 通 過
す る 小 径 環 状 部 ２ ５ と 貫 通 穴 ９ ａ の 背 後 に 止 ま る 大 径 環 状 部 ２ ６ と を 備 え 、 小 径 環 状 部 ２
５ と 大 径 環 状 部 ２ ６ 間 の 外 周 に 、 貫 通 穴 ９ ａ の 周 縁 を 嵌 合 さ せ る 係 止 用 の 周 溝 ２ ７ を 備 え
て い る 。 さ ら に 、 小 径 環 状 部 ２ ５ の 外 周 面 は テ ー パ 状 の 案 内 面 ２ ５ ａ と さ れ て い る 。 ま た
、 大 径 環 状 部 ２ ６ 側 に 、 貫 通 穴 ９ ａ に 装 着 し た 時 に 貫 通 穴 ９ ａ を 密 閉 状 態 に 保 つ た め の シ
ー ル 部 ２ ６ ａ を 、 周 溝 ２ ７ の 周 囲 で パ ネ ル ９ に 面 接 触 す る 態 様 で 形 成 し て い る 。 グ ロ メ ッ
ト 本 体 部 ２ ２ の 開 口 部 を ２ ８ で 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 述 し た 範 囲 で は 従 来 と 概 ね 同 様 で あ る が 、 本 発 明 で は 、 前 記 小 径 環 状 部 ２ ５ の 案 内 面 ２
５ ａ 上 に 、 １ つ の 引 掛 け 用 突 起 ３ ０ お よ び １ つ 以 上 の 節 度 感 用 突 起 ３ １ を 、 円 周 方 向 に 間
隔 を あ け て 設 け る 。 各 突 起 ３ ０ 、 ３ １ は い ず れ も 、 前 記 案 内 面 ２ ５ ａ と 周 溝 ２ ７ と の 境 界
ｐ か ら 小 径 環 状 部 ２ ５ の 先 端 に わ た っ て 形 成 さ れ る と と も に 、 引 掛 け 用 突 起 ３ ０ は 節 度 感
用 突 起 ３ １ よ り 高 さ を 高 く し 、 ま た 、 節 度 感 用 突 起 ３ １ は そ の 頂 部 面 ３ １ ｂ が 案 内 面 ２ ５
ａ の テ ー パ に 概 ね 沿 う 形 状 と さ れ て い る 。 引 掛 け 用 突 起 ３ ０ の 高 さ は 、 多 少 余 分 に 高 く し
て も よ い が 、 節 度 感 用 突 起 ３ １ の 高 さ は 、 適 切 な 節 度 感 を 得 る た め に 、 例 え ば ０ ． ５ ｍ ｍ
～ ２ ． ５ ｍ ｍ 、 好 ま し く は １ ． ５ ｍ ｍ ～ ２ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲 が 適 切 で あ る 。 ま た 、 こ の 実 施
形 態 で は 、 引 掛 け 用 突 起 ３ ０ を 電 線 案 内 保 持 用 筒 部 ２ ３ が 延 び る 側 （ 図 ２ で 右 側 ） に 設 け
、 ２ つ の 節 度 感 用 突 起 ３ １ を そ の 反 対 側 で 間 隔 を あ け て 設 け て い る 。 図 示 例 の 引 掛 け 用 突
起 ３ ０ お よ び 節 度 感 用 突 起 ３ １ は い ず れ も 、 周 溝 ２ ７ と の 境 界 Ｐ と な る 後 端 面 ３ ０ ａ 、 ３
１ ａ が 図 ４ の よ う に 概 ね 垂 直 を な し て い る 。 ま た 、 図 示 例 の 節 度 感 用 突 起 ３ １ は 、 小 径 環
状 部 ２ ５ の 先 端 面 ２ ５ ｂ に も 延 び て い る 。 さ ら に 、 グ ロ メ ッ ト 本 体 部 ２ ２ の 外 周 の 係 止 用
の 周 溝 ２ ７ に 対 応 す る 内 面 に 、 挿 入 時 抵 抗 調 節 用 の 周 溝 ３ ３ を 形 成 し て い る 。 ま た 、 前 記
引 掛 け 用 突 起 ３ ０ の 部 分 に 、 小 径 環 状 部 ２ ５ の 先 端 面 か ら さ ら に 前 方 に 突 出 す る 棒 状 の 電
線 固 定 部 材 ３ ４ を 一 体 に 設 け て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 の グ ロ メ ッ ト ２ １ を パ ネ ル ９ に 取 り 付 け る 場 合 、 通 常 、 予 め 電 線 １ ０ を 電 線 案 内 保 持
用 筒 部 ２ ３ お よ び グ ロ メ ッ ト 本 体 部 ２ ２ 内 に 通 し 、 電 線 固 定 部 材 ３ ４ に テ ー プ 等 で 固 定 し
て お く 。 次 い で 、 先 に 、 引 掛 け 用 突 起 ３ ０ の 部 分 だ け を パ ネ ル ９ の 貫 通 穴 ９ ａ に 入 れ て 、
こ の 引 掛 け 用 突 起 ３ ０ の 部 分 の 周 溝 ２ ７ を パ ネ ル ９ の 貫 通 穴 ９ ａ の 縁 部 に 引 っ 掛 け 、 そ の
後 グ ロ メ ッ ト 本 体 部 ２ ２ の 全 体 を 特 に 反 対 側 （ 図 ４ の 上 側 ） に 力 を 入 れ て 押 し 込 む と 、 ２
つ の 節 度 感 用 突 起 ３ １ の 頂 部 面 ３ １ ｂ が 貫 通 穴 ９ ａ の 周 縁 と 摺 動 し な が ら 、 小 径 環 状 部 ２
５ の 全 体 が 貫 通 穴 ９ ａ を 通 過 し て 、 貫 通 穴 ９ ａ の 周 縁 が 周 溝 ２ ７ に 嵌 合 し 、 グ ロ メ ッ ト 本
体 部 ２ ２ が パ ネ ル ９ の 貫 通 穴 ９ ａ に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 の グ ロ メ ッ ト ２ １ の 貫 通 穴 ９ ａ へ の 装 着 時 の 作 用 を 詳 し く 説 明 す る と 、
節 度 用 突 起 ３ １ が パ ネ ル ９ の 貫 通 穴 ９ ａ の 周 縁 に 接 触 し な が ら 押 し 込 ま れ つ つ あ る 間 は 、
グ ロ メ ッ ト 本 体 部 ２ ２ の 押 し 込 み に 対 す る 挿 入 抵 抗 が 次 第 に 増 加 し て い く 。 そ し て 、 節 度
用 突 起 ３ １ が 貫 通 穴 ９ ａ を 通 過 す る と 、 節 度 用 突 起 ３ １ の 後 端 面 ３ １ ａ は 略 垂 直 で あ り か
つ 直 ち に 周 溝 ２ ７ に な っ て い る の で 、 挿 入 抵 抗 が 急 激 に 消 失 す る と 同 時 に 、 貫 通 穴 ９ ａ の
周 縁 が 周 溝 ２ ７ に 嵌 合 す る 。 こ の 急 激 な 抵 抗 変 化 が 、 周 溝 ２ ７ に 貫 通 穴 ９ ａ の 周 縁 が 間 違
い な く 嵌 合 し た と い う 確 か な 感 触 、 す な わ ち 節 度 感 が 得 ら れ る 。
ま た 、 こ の グ ロ メ ッ ト ２ １ に お け る 係 合 用 の 周 溝 ２ ７ は 全 周 に わ た っ て 均 一 か つ 十 分 な 深
さ の も の で あ る か ら 、 図 １ １ 、 図 １ ２ の グ ロ メ ッ ト １ １ の よ う に 係 止 リ ブ １ ８ の 部 分 の 切
欠 溝 １ ９ を 除 い て 浅 い 周 溝 ７ し か な い も の と 比 べ て 、 十 分 高 い 保 持 力 を 確 保 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 グ ロ メ ッ ト 本 体 部 ２ ２ を 貫 通 穴 ９ ａ に 装 着 し た 状 態 で は 、 各 突 起 ３ ０ 、 ３ １ の 端 面
３ ０ ａ 、 ３ １ ａ は パ ネ ル ９ に 接 触 し な い （ ま た 接 触 し て も 力 を 作 用 さ せ な い ） の で 、 シ ー
ル 部 ２ ６ ａ は パ ネ ル ９ に 貫 通 穴 ９ ａ の 全 周 に わ た っ て 均 等 な シ ー ル 圧 で 面 接 触 す る こ と が
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で き る 。 す な わ ち 、 シ ー ル 部 ２ ６ ａ は 貫 通 穴 ９ ａ の 全 周 で パ ネ ル ９ の 面 に 十 分 な 圧 力 で 密
着 し 、 こ の た め 、 グ ロ メ ッ ト ２ １ の 材 料 が 経 年 劣 化 し た 場 合 で も 、 グ ロ メ ッ ト ２ １ の シ ー
ル 性 の 低 下 を 確 実 に 抑 え る こ と が で き る 。
さ ら に 、 外 周 の 係 止 用 の 周 溝 ２ ７ に 対 応 す る 内 面 に 挿 入 時 抵 抗 調 節 用 の 周 溝 ３ ３ を 設 け て
い る の で 、 係 止 用 の 周 溝 ２ ７ の 肉 厚 部 分 が 薄 く 柔 軟 性 が 高 く な り 、 し た が っ て 、 小 径 環 状
部 ２ ５ の 部 分 が 撓 み 易 く な り 、 グ ロ メ ッ ト 本 体 部 ２ ２ を 貫 通 穴 ９ ａ に 挿 入 す る 際 の 力 を 軽
減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 周 溝 ３ ３ は 内 面 側 に あ っ て 円 周 方 向 の 一 部 分 で な く 全 周
の も の で あ る か ら 、 図 １ １ 、 図 １ ２ の よ う に 浅 い 周 溝 １ ４ の 一 部 分 （ 係 止 リ ブ １ ８ の 部 分
） を 深 く （ 切 欠 溝 １ ９ ） し た 周 方 向 に 不 均 一 な 従 来 の グ ロ メ ッ ト １ １ と 異 な り 、 貫 通 穴 ９
ａ の 全 周 に わ た っ て 一 様 な シ ー ル 性 が 保 た れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 引 掛 け 用 突 起 ３ ０ の 内 側 部 分 に 電 線 固 定 部 材 ３ ４ を 設 け た の で 、 グ ロ メ ッ ト 本 体 部
２ ２ の 開 口 部 ２ ８ よ り 延 出 し た 電 線 １ ０ が 邪 魔 に な る こ と は な く 、 グ ロ メ ッ ト 本 体 ２ ２ を
貫 通 穴 ９ ａ に 取 り 付 け る 際 の 作 業 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 本 発 明 の グ ロ メ ッ ト に お け る 節 度 用 突 起 ３ １ の 個 数 は ２ つ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば
図 ５ に 示 し た グ ロ メ ッ ト ２ １ Ａ の よ う に 、 １ つ の 節 度 感 用 突 起 ３ １ の み を 引 掛 け 用 突 起 ３
０ の １ ８ ０ ° 対 向 す る 位 置 に 設 け て も よ い し 、 図 ６ に 示 し た グ ロ メ ッ ト ２ １ Ｂ の よ う に 、
３ つ の 節 度 感 用 突 起 ３ １ を 設 け て も よ い 。 な お 、 図 ５ 、 図 ６ で 他 の 部 分 は 図 １ ～ 図 ４ の 実
施 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 上 述 の 各 実 施 形 態 の グ ロ メ ッ ト ２ １ は 、 Ｌ 形 に 延 出 す る 電 線 案 内 保 持 用 筒 部 ２ ３ を
も つ 構 成 で あ る が 、 グ ロ メ ッ ト 本 体 部 ２ ２ の 軸 線 方 向 に 直 線 的 に 延 出 （ 図 ４ で 右 方 に 延 出
） す る 直 線 状 の 電 線 案 内 保 持 用 筒 部 を も つ 構 成 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 実 施 形 態 は 、 グ ロ
メ ッ ト 本 体 部 ２ ２ に 電 線 案 内 保 持 用 筒 部 ２ ３ を 一 体 に 設 け た 電 線 案 内 保 持 用 筒 部 付 き の グ
ロ メ ッ ト で あ る が 、 電 線 案 内 保 持 用 筒 部 が な く グ ロ メ ッ ト 本 体 部 ２ ２ の み か ら な る 通 常 の
グ ロ メ ッ ト で あ っ て も よ い 。
ま た 、 本 発 明 の グ ロ メ ッ ト は パ ネ ル の 貫 通 穴 に 取 り 付 け る も の で あ る が 、 こ こ で パ ネ ル と
は 必 ず し も 広 い 面 の も の を 言 う も の で は な く 、 例 え ば ケ ー ス の 壁 を な す も の 等 で あ っ て も
よ い 。
ま た 、 本 発 明 の グ ロ メ ッ ト は 自 動 車 用 に 限 定 さ れ る も の で な く 、 種 々 の 用 途 の グ ロ メ ッ ト
と し て 適 用 で き る 。 ま た 、 グ ロ メ ッ ト に 通 す も の も 電 線 に 限 定 さ れ ず 、 チ ュ ー ブ や ホ ー ス
等 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の グ ロ メ ッ ト に よ れ ば 、 小 径 環 状 部 の テ ー パ 状 の 案 内 面 上 に 、 前 記 案 内 面 と 周 溝 と
の 境 界 か ら 小 径 環 状 部 の 先 端 に わ た る １ つ の 引 掛 け 用 突 起 お よ び １ つ 以 上 の 節 度 感 用 突 起
を 、 円 周 方 向 に 間 隔 を あ け て 設 け た の で 、 次 の よ う な 効 果 が 得 ら れ る 。
▲ １ ▼ グ ロ メ ッ ト を パ ネ ル の 貫 通 穴 に 装 着 す る 際 、 節 度 用 突 起 が 貫 通 穴 を 通 過 す る 際 に 抵
抗 と な り 、 貫 通 穴 の 周 縁 が 周 溝 に 嵌 合 し た 時 に 、 急 激 な 抵 抗 変 化 と な る の で 、 周 溝 に 貫 通
穴 の 周 縁 が 間 違 い な く 嵌 合 し た と い う 確 か な 感 触 、 す な わ ち 良 好 な 節 度 感 が 得 ら れ る 。
▲ ２ ▼ 係 合 用 の 周 溝 は 全 周 に わ た っ て 均 一 か つ 十 分 な 深 さ の も の で あ る か ら 、 従 来 の グ ロ
メ ッ ト （ 図 １ １ 、 図 １ ２ ） の よ う に 係 止 リ ブ の 部 分 の 切 欠 溝 を 除 い て 浅 い 周 溝 し か な い も
の と 比 べ て 、 十 分 高 い 保 持 力 を 確 保 す る こ と が で き る 。
▲ ３ ▼ ま た 、 グ ロ メ ッ ト 本 体 部 を 貫 通 穴 に 装 着 し た 状 態 で は 、 各 突 起 の 端 面 は パ ネ ル に 接
触 し な い （ ま た 接 触 し て も 力 を 作 用 さ せ な い ） の で 、 シ ー ル 部 は パ ネ ル に 貫 通 穴 の 全 周 に
わ た っ て 均 等 な シ ー ル 圧 で 面 接 触 す る こ と が で き 、 す な わ ち 十 分 な 圧 力 で 密 着 す る 。 し た
が っ て 、 グ ロ メ ッ ト の 材 料 が 経 年 劣 化 し た 場 合 で も 、 グ ロ メ ッ ト の シ ー ル 性 の 低 下 を 確 実
に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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請 求 項 ２ に よ れ ば 、 引 掛 け 用 突 起 の 機 能 お よ び 節 度 感 用 突 起 の 機 能 が そ れ ぞ れ 適 切 か つ 有
効 に 発 揮 さ れ 、 グ ロ メ ッ ト 装 着 時 の 良 好 な 節 度 感 が 得 ら れ る 。
請 求 項 ３ に よ れ ば 、 グ ロ メ ッ ト の 貫 通 穴 へ の 挿 入 抵 抗 が 急 激 に 消 失 す る こ と と な る の で 、
グ ロ メ ッ ト 装 着 時 の 節 度 感 を よ り 確 実 に 得 る こ と が で き る 。
請 求 項 ４ に よ れ ば 、 グ ロ メ ッ ト を 貫 通 穴 に 装 着 す る 際 に 、 節 度 感 用 突 起 が 貫 通 穴 に 接 触 す
る 初 期 の 動 作 が 円 滑 に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
請 求 項 ５ に よ れ ば 、 外 周 の 係 止 用 の 周 溝 に 対 応 す る 内 面 に 挿 入 時 抵 抗 調 節 用 の 周 溝 を 設 け
て い る の で 、 小 径 環 状 部 の 部 分 が 撓 み 易 く な り 、 グ ロ メ ッ ト 本 体 部 を 貫 通 穴 に 挿 入 す る 際
の 力 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 周 溝 は 内 面 側 に あ っ て 円 周 方 向 の 一 部 分 で な く
全 周 の も の で あ る か ら 、 浅 い 周 溝 の 一 部 分 を 深 く し た 周 方 向 に 不 均 一 な 溝 を 持 つ 従 来 の グ
ロ メ ッ ト （ 図 １ １ 、 図 １ ２ ） と 異 な り 、 貫 通 穴 の 全 周 に わ た っ て 一 様 な シ ー ル 性 が 保 た れ
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
請 求 項 ６ に よ れ ば 、 引 掛 け 用 突 起 の 内 側 部 分 に 電 線 固 定 部 材 を 設 け た の で 、 電 線 が 邪 魔 に
な る こ と は な く 、 グ ロ メ ッ ト を 貫 通 穴 に 装 着 す る 際 の 作 業 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
請 求 項 ７ に よ れ ば 、 パ ネ ル の 貫 通 穴 に 嵌 合 す る グ ロ メ ッ ト 本 体 部 と 、 こ の グ ロ メ ッ ト 本 体
部 内 に 通 す べ き 電 線 を 案 内 し 保 持 す る 電 線 案 内 保 持 用 筒 部 と を 一 体 に 備 え る の で 、 例 え ば
自 動 車 用 の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 通 す グ ロ メ ッ ト 等 に 好 適 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の グ ロ メ ッ ト の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 要 部 の Ａ － Ａ 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の グ ロ メ ッ ト の 正 面 図 で あ る 。 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 の グ ロ メ ッ ト の 正 面 図 で あ る 。 。
【 図 ７ 】 従 来 の グ ロ メ ッ ト の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の Ｃ 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 他 の グ ロ メ ッ ト の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の Ｄ － Ｄ 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
９ 　 パ ネ ル
９ ａ 　 貫 通 穴
１ ０ 　 電 線
２ １ 　 グ ロ メ ッ ト
２ ２ 　 グ ロ メ ッ ト 本 体 部
２ ３ 　 電 線 案 内 保 持 用 筒 部
２ ３ ａ 　 直 線 状 部
２ ３ ｂ 　 蛇 腹 状 部
２ ３ ｃ 　 Ｌ 字 状 部 分
２ ３ ｄ 　 位 置 決 め 突 起
２ ５ 　 小 径 環 状 部
２ ５ ａ 　 案 内 面
２ ５ ｂ 　 （ 小 径 環 状 部 の ） 先 端 面
２ ６ 　 大 径 環 状 部
２ ６ ａ 　 シ ー ル 部
２ ８ 　 開 口 部
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３ ０ 　 引 掛 け 用 突 起
３ １ 　 節 度 用 突 起
３ １ ａ 　 （ 節 度 感 用 突 起 の ） 後 端 面
３ ３ 　 内 面 周 溝
３ ４ 　 電 線 固 定 部 材
Ｐ 　 　 案 内 面 と 周 溝 と の 境 界

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(10) JP 2004-274886 A 2004.9.30



フロントページの続き

(72)発明者  吉澤　慶治
            東京都江東区木場１－５－１　株式会社フジクラ内
(72)発明者  加藤　圭一
            東京都江東区木場１－５－１　株式会社フジクラ内
Ｆターム(参考) 5G333 AA09  AB16  AB26  AB27  AB28  CB20  EA02 
　　　　 　　  5G363 AA16  BA02  CB08 

(11) JP 2004-274886 A 2004.9.30


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

